
行橋市室内型子どもの遊び場整備事業

季節や天候に左右されない
【室内型子どもの遊び場整備事業】

福岡県行橋市が掲げる
地方創生プロジェクト

（写真はイメージです。）

（イメージ図）
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福岡県行橋市

～ 行橋（ゆくはし）市の概要 ～
人口 ：７２，３８６人（令和６年３月末時点）

面積 ：７０．０６㎢

特徴 ：京築地域の中心都市、北九州市へのアクセスも良

好で、都市圏のベッドタウンとして発展

特産品：豊前海一粒牡蠣、いちじく（福岡県は全国３位

の栽培面積、行橋市は県内有数の産地）

行橋市室内型子どもの遊び場整備事業福岡県行橋市



行橋市室内型子どもの遊び場整備事業福岡県行橋市

行橋市が抱えている課題と現状
市が実施したアンケートにて、

【市の子育て環境への満足度】は「 不満 」「 やや不満 」が５割越え

規模も小さく、利用用途や、対象年齢、利用時間等により
中々気軽に利用できていない。
ほとんどの市民が市外の施設を利用している。

  子育て支援センター
  リブリオ行橋プレイルーム のみ現状

 その理由の大半が「遊び場が少ない」
 大規模の室内の遊び場がない
 騒音問題やボール遊び禁止 etc…

課題



行橋市室内型子どもの遊び場整備事業

ニーズ把握
事業着手にあたり、施設利用対象者保護者向けに市民アンケートを実施

（対象人数：６，６０２人、回答数：２，０１３人）
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行橋市室内型子どもの遊び場整備事業

いつ来ても楽
しく賑わいの
ある快適な遊

び場

みんなが
満足する
遊び場

安全で
安心な
遊び場

子どもたちが
のびのび過ごせる
「あそび」の広場

全天候型で、
たくさんの遊具を使って
いつでものびのびと遊べる施設

ユニバーサルデザインや
バリアフリー
に配慮した施設

未就学児から小学生、
障がいのある子供も
集い遊べる施設

施設のコンセプト
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自治体
の紹介

背景

現状の
課題

行橋市室内型子どもの遊び場整備事業

事業内容

市内利用者は無料 市外利用者は有料を想定

未就学児から小学生対象年齢

利用料金

市内大型商業施設 ゆめタウン南行橋店3階スペース施設予定地

約１４７２．８９㎡ 地域でも最大規模整備面積

・既存施設の活用により費用を大幅に節減↓
・商業施設としても集客力の向上↑
・保護者も子どもを遊ばせながら買い物が可能〇

メリット
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自治体
の紹介

背景

行橋市室内型子どもの遊び場整備事業

事業スケジュール

令和
６年度

令和
７年度

４月 市民アンケート実施
７月 行橋市室内型子どもの遊び場整備事業
           基本構想策定
９月 行橋市議会９月定例会補正予算案上程
10月 行橋市室内型子どもの遊び場整備事業プロポーザル公募

（設計施工一括発注方式）
12月 基本協定、設計委託契約 締結
３月 行橋市議会３月定例会当初予算案上程

５月 工事請負契約 仮契約 締結
６月 行橋市議会６月定例会工事請負契約案

上程
７月 工事請負契約 締結 工事開始
12月 行橋市議会12月定例会施設設置条例上程
２月 工事完了
３月 開館予定（令和８年３月予定）

（←9月25日現在）
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行橋市室内型子どもの遊び場整備事業

地域課題の解決
事業実施により好循環を生み出していく

（イメージ図）

子ども達が思いき
り体を動かして遊
べる場所の創出

子育て環境に対す
る満足度向上

市の魅力向上によ
り子育て世代の移
住定住促進
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企業様のメリット

寄附を
する

メリット
等

行橋市室内型子どもの遊び場整備事業福岡県行橋市

得られる
成果等

法人関係税
最大９割軽減

企業様の社会貢献を広報することができます。

ご寄付を活用し
開設した施設に

銘板などを設置可能

※内閣府資料より

市ホームページ
広報誌など

ご寄付を周知



企業版ふるさと納税に関するお問い合わせは

室内型子どもの遊び場整備事業に関するお問い合わせは

総合政策課 政策推進係
0930-25-1111（内線1421）

sougouseisaku@city.yukuhashi.lg.jp

地域福祉課 福祉政策係
0930-25-1111（内線1211）

fukushi@city.yukuhashi.lg.jp

行橋市室内型子どもの遊び場整備事業福岡県行橋市

お問い合わせ先



ご清聴ありがとうございました。
福岡県 行橋市


